
令和５年度茨木市認知症施策 

基本目標４ 一人ひとりの権利が尊重される 

施策（１）認知症施策の推進（認知症施策推進大綱の推進） 

 

国では、令和元年６月に「認知症施策推進大綱」がとりまとめられ、従来、認知症施策推進総合戦略（新オレンジプ

ラン）により進められていた施策も含めて、新たな大綱に基づいた施策の推進に取り組むこととされた。対象期間の

中間年である昨年 12月には施策の進捗状況が評価され、新たな目標値等も設定された。本市においても、大綱の趣

旨を踏まえ、認知症の人やその家族が安心して暮らせる「みんながやさしい街いばらき」を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内要介護者の状況（令和４年９月末現在） 

項目 人数 

茨木市総人口 284,536人 

老年（65歳以上）人口 68,812人（高齢化率 24.18％） 

要介護（要支援）認定者数 12,907人 

該当者数（割合） 認知症高齢者自立度Ⅱ以上 認知症高齢者自立度Ⅲ以上 

8,322人（64.5％） 3,736人（28.9％） 

 

認知症施策具体的取組 

①  普及啓発・本人発信支援 

認知症に関する理解促進 

・認知症サポーター養成講座 （R4実績：37回） 

認知症サポーター （H20.6～R5.3.31）24,225人 

・世界アルツハイマー月間に啓発イベントの開催 

相談先の周知 

・茨木市認知症総合支援事業HP 

・市HPの更新 

認知症の人本人からの発信支援 

・認知症本人ミーティングの開催 （R４実績：４回） 

・アクションガイドブック（冊子）みんながやさしい街いばらき～もの忘れが気になったら～ 更新 

 

 

 

 

 

② 予防 

認知症予防に資する可能性のある活動の推進 

・茨木市介護予防教室【脳若返りクラス】 （R４実績：23回実施、231人参加） 

・街かどデイハウス（1か所）、コミュニティデイハウス（20か所）における介護予防教室 

【認知機能低下予防プログラム】 （R４実績：街デイ 24回、コミデイ 948回） 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 脳血管疾患の予防のための個別保健指導、通いの場における健康教育 

  

③ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

早期発見・早期対応、医療体制の整備 

・認知症地域支援推進員 

医療分野 １人（H25～） 介護分野 １人（H28.10～） 

・認知症サポート医 21人（R４.6.30時点） 

・認知症初期集中支援チーム（チーム・オレンジいばらき）（H27．10～） 

R４実績 受付       122件 

初期集中支援   10件（R3からの継続含） 

チーム員会議   11回 

・認知症ケアパスの更新 

医療従事者等、介護従事者等の認知症対応力向上の促進 

・研修実施 R５計画：５回（R4実績：３回） 

認知症の人の介護者の負担軽減の推進 

・いばらきオレンジかふぇ（認知症カフェ） 25ヵ所（専門型 13・地域型 10・啓発型２）（R５.6月現在） 

・家族教室 R５計画：11回（R４実績：13回） 

 

④ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

認知症バリアフリーの推進 

・茨木市認知症高齢者見守り事業（茨木童子見守りシール） 登録者数（H28.10～R5.3.31） 268人 

・行方不明高齢者等捜索支援事業（いばらき版みんなでさがそう SOS事業）  （R４実績：3件） 

・大阪府警察との連携（支援対象事案情報提供）    情報提供数         （R４実績：229件） 

・地域ケア会議 

・成年後見制度の利用促進 

・虐待防止施策の推進 

・民間協力事業者との連携 

・チームオレンジ（認知症の人のニーズ等と認知症サポーターをつなぐ仕組み）の整備 

  認知症サポーターステップアップ研修 （R４実績：１回） 

・茨木市モデルの推進 

若年性認知症の人への支援 

・認知症ケアパスへ専門相談窓口の掲載 

・認知症本人ミーティングを通して、本人の声を聞き、 

発信支援、施策へ繋げる。 

重点項目 

・医療機関との連携 

・いばらきオレンジかふぇの推進 

 かふぇ連絡会の実施 

・家族教室の継続開催 

重点項目 

・R７までにチームオレンジの整備に向けた取り組み 

→認知症サポーター活動促進 

重点項目 

認知症施策推進大綱 

【基本的考え方】 

認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望をもって日常生活を過ごせる社会を目指し 

認知症の人や家族の視点を重視しながら「共生」と「予防」を車の両輪として施策を推進 

【５つの柱】 

① 普及啓発・本人発信支援 

② 予防 

③ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

④ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

⑤ 研究開発・産業促進・国際展開 

 

資料６


